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アルパイン
 ナビゲーションユニット取付キット

ここでの説明は、車両部品の取り外し、キットの取付・配線位置の説明に限らせていただきます。
各製品の取り扱いは、製品付属の取扱説明書をご確認ください。
取り付けの際は、製品付属の取付説明書に記載されている注意事項を必ずお読みのうえ、正しく取り
付けを行ってください。

※取り付け作業の前に、バッテリーのマイナス端子を外してください。

平成23年7月現在のものです。7月以降の車両は変更されている場合があります。 平成23年7月現在のものです。7月以降の車両は変更されている場合があります。

KTX-X088-ES1（ステアリングスイッチ装着車用） KTX-X088-ES2（ステアリングスイッチ無し車用）

車 種 年 式 型 式
エスティマ

（マイナーチェンジ前） H18/1～ H20/12 ACR50W・55W
GSR50W・55W

エスティマ ハイブリッド
（マイナーチェンジ前） H18/6 ～ H20/12 AHR20W

車 種 年 式 型 式
エスティマ

（マイナーチェンジ後） H20/12～現在 ACR50W・55W
GSR50W・55W

エスティマ ハイブリッド
（マイナーチェンジ後） H20/12～現在 AHR20W

68M10065J92-B



- 2 -

 3 構成部品

 4 取付概要

専用パネル オーディオ変換コネクター 取付ブラケット（L・R） 純正ステアリングリモートコントロールキット 取付説明書　車種専用セッティング完了シート

×1 ×1 各×1 ×1 各×1

モノポールフィルムアンテナ（VIE-X088、VIE-X066　同梱）

モノポールフィルムアンテナ（VIE-X066　同梱）
ループフィルムアンテナ（VIE-X088　同梱）

ナビゲーション本体
（VIE-X066、VIE-X088）【別売】

GPSアンテナ
（VIE-X066、VIE-X088　同梱） ハンズフリー電話用マイク（VIE-X088　同梱）

純正ステアリングリモート
コントロールキット

※図はVIE-X066、VIE-X088を取り付けた取付概要図になります。

※製品の仕様は、予告なく変更することがあります。
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 5 取付要領

クラスターセンターパネル
（フック 9ヵ所）

クラスターエンドパネル
（フック 6ヵ所）

オーディオブラケット
ねじ ４本

グローブボックス

ロアカバー
（フック 5ヵ所）

クリップ

エアダクト
（フック 4ヵ所）

グローブボックス(上)
（フック 6ヵ所）

サンバイザー（L・R）

ルームランプ
（クリップ 4ヵ所）

サンバイザー
ブラケットカバー

マイナスドライバー

クリップ

F

ピラーカバー（L・R）
（クリップ 3ヵ所）

ピラーロア
カバー（L・R）
（フック 5ヵ所）

バイザー
ホルダー
（L・R）

クリップはずし

※作業を始める前にバッテリーのマイナス側ケーブルを外してください。

インパネ周り■
左図を参照して内装部品を外します。番号順に取り外1. 
してください。

注意
キズ防止のため、要所をマスキング●
テープなどで保護してください。
ねじの紛失にご注意ください。●

Memo
各ガーニッシュ取り外しには、クリップ
はずしを使用します。

グローブボックス周り■
左図を参照して内装部品を外します。番号順に取り外1. 
してください。

注意
キズ防止のため、要所をマスキング●
テープなどで保護してください。
ねじの紛失にご注意ください。●

Memo
各ガーニッシュ取り外しには、クリップ
はずしを使用します。

ピラー周り■
左図を参照して内装部品を外します。番号順に取り外1. 
してください。

注意
キズ防止のため、要所をマスキングテー
プなどで保護してください。

Memo
各ガーニッシュ取り外しには、クリップ
はずしを使用します。

車両部品の取り外し1. 
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ナビゲーション本体

この位置にスポンジを
貼り付けます。

スポンジ
<貼り付け位置>

ナビゲーション本体

バインドねじ
（M5×8）

バインドねじ
（M5×8）

取付ブラケット
取付ブラケット

純正ステアリングリモートコントロールキット
※KTX-X088-ES1のみ

オーディオ変換コネクター

コネクタ部

奥まで確実に接続してください。

GPSアンテナ2. 、マイク、フィルムアンテナの取り付け

ナビゲーション本体の取り付け■
ナビゲーション本体の上部にスポンジを貼ります。1. 

取付ブラケットをナビゲーション本体に取り付けます。2. 
<使用する穴位置>

取付ブラケット

※イラストは左側ですが、
　右側も同様です。

Memo

ナビゲーション本体のねじ穴と取付ブラ
ケットの穴が中心で合うように取り付け
てください。

オーディオ変換コネクター、純正ステアリングリモートコントロールキットの接続3. 

オーディオ変換コネクターの接続■
基本接続図を参照し、オーディオ取付スペースの10P、1. 
6P、5Pの各コネクターに、オーディオ変換コネク
ターを接続します。

純正ステアリングリモートコントロールキット■
の接続（KTX-X088-ES1のみ）
純正ステアリングリモートコントロールキットのアー1. 
ス端子を車両の金属部分に接続します。

注意 必ずテスターで導通の確認をしてください。

オーディオ取付けスペースの20Pコネクターを純正ステ2. 
アリングリモートコントロールキットに接続します。
オーディオ変換コネクターのACC電源コードに純正ステアリン3. 
グリモートコントロールキットのACC電源コードを接続します。
純正ステアリングリモートコントロールキットのピン端子4. 
を接続します。    
・X088の場合    　
ナビゲーション付属のプリアウト/外部入力コードの
　STEERING REMOTEピン端子に接続します。 
・X066の場合     
　ナビゲーション背面のSTEERING REMOTE端子に
　接続します。

注意 ハンズフリーマイクの接続と間違わない
ようにしてください。

機種別取付要領の取り付けを参照してください。（VIE-X066にマイクは付属されていません。）

ナビゲーション本体の取り付け4. 
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 6 動作確認/車両部品の復元

クラスターセンターパネル

専用パネル

ナビゲーション本体
オーディオ変換コネクター

クラスター
センターパネル

動作確認■
電源が入ることを確認します。1. 
「機種別取付要領　4. 初期設定ガイド」を参照し初期2. 
設定を行います。

車両部品の復元■
取り外した車両部品を元通りに復元します。1. 

注意 ケーブル類を挟み込まないようにしてく
ださい。

クラスターセンターパネルに専用パネルを取り付けます。3. 

基本接続図を参照して配線を接続します。4. 
ナビゲーション本体をオーディオ取付スペースに取り5. 
付けます。

注意 ケーブル類を挟み込まないようにしてく
ださい。

クラスターセンターパネルを取り付けます。6. 



- 6 -

 7 機種別取付要領（VIE-X066の場合）

GPS

iPod

BEACON

ETC

STEERING
REMOTE

POWER

RADIO
ANT.

TV ANT.

M5×8mm MAX

CAMERA IN VIDEO OUT

1 2 3 4

<ナビゲーション本体背面>

OK

OK ※アンテナコードは、
　アンテナ端子（1～4）
　のどこへ接続しても
　問題ありません。

アンテナコード
(モノポールフィルムアンテナ用  B  ) 

アンテナコード
(モノポールフィルムアンテナ用  A  ) 

アンテナコード
(モノポールフィルムアンテナ用  B  ) 

アンテナコード
(モノポールフィルムアンテナ用  A  ) 

車両アンテナ OK

モノポールフィルムアンテナ  B モノポールフィルムアンテナ  A

モノポールフィルムアンテナ  B モノポールフィルムアンテナ  A

GPSアンテナ

OK

フェライト・コア
※付属のフェライト・コア用
　保護シートを巻きつけます。

別売製品の各電源へ

別売製品の各電源へ

ヒューズ （15A）

OK

黄

青／白

オーディオ変換コネクター

バッテリー電源コード

ACC電源コード 赤 赤

車両コネクター

OK

OK

OK

X066用スピードセンサーコード（X066 SPEED） 緑／白
車両5Pコネクター

リバースコード

パーキングブレーキコード 黄／青

橙／白

緑／白 スピードセンサーコード

X066用イルミネーションコード（X066 ILLM）　橙

橙イルミネーションコード（ILLM）

OKパワーアンテナ　青

パワーアンテナ　青

使用しません
アンプリモート（REMO）

X088シリーズ用アンプリモート（X088 REMO） 青／白
使用しません

純正ステアリングリモート
コントロールキット本体

黒

黒
車体の金属部分へ

アースコード
OK

OK

車両20Pコネクター

OK

OK

（誤接続を防ぐために、接続するごとに  に  点をつけてください）

※外部機器接続図はVIE-X066の取付説明書のP17～ P20を参照して配線してください。基本接続図1. 

※配線の仕様は予告なく変更することがあります。
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モノポールフィルムアンテナＢ
モノポールフィルムアンテナＡ 

10mm以上
100mm以上

セラミックラインモノポールフィルムアンテナＢ

80mm～150mm モノポールフィルムアンテナＡ 

インパネ裏を通して
オーディオ取付部まで配線します。

モノポール
フィルムアンテナ

モノポール
フィルムアンテナ

モノポールフィルムアンテナ

GPSアンテナ

フィルムアンテナの取り付け■
モノポールフィルムアンテナをフロントウィンドウの1. 
室内側に貼り付けます。

注意

クリーナーを使用して貼付面の汚れ、●
油分、ゴミなどを完全に取り除いてか
ら貼り付けてください。
図の● 部分の定期点検ステッカー･検査
標章部にはフィルムを貼り付けないで
ください。

給電端子を取り付け後、アンテナコードをルーフライ2. 
ニングの中、Aピラーに通してオーディオ取付部まで配
線します。

注意 カーテンエアバックに干渉しないように
配線してください。

Memo

モノポールフィルムアンテナAは必ず●
アンテナコードのアンプ裏面に印され
ているAと、モノポールフィルムアン
テナBは必ずアンテナコードのアンプ
裏面に印されているBと取り付けてく
ださい。   
A.Bを逆に取り付けると、受信性能の劣
化につながります。
アンテナコードの引き回し方法は左図を●
参照してください。
同じ位置に配線するユニットをすべて取●
り付けてから、配線を固定してください。
アンテナの配線余長を束ねる場合は、●
ナビゲーション裏を避けて束ねてください。

注意 取付方法の詳細については、ナビゲーションユニットの取付説明書もあわせて参照してください。

取付概要、配線位置■
左図の位置に配線し、GPSアンテナを取り付けます。1. 

Memo
同じ位置に配線するユニットをすべて取り
付けてから、配線を固定してください。

GPSアンテナの取り付け2. 

フィルムアンテナの取り付け3. 
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初期設定ガイド4. 

1  を 1秒以上押します。

情報画面が表示されます。

2  システム情報  にタッチします。 システム情報画面が表示されます。

3  にタッチすると情報画面に戻ります。

接続確認を行います■
取り付けが終わったら、配線が正しく接続されたか確認をしてください。
本体の電源を入れて、GPSアンテナ、電源コード、周辺機器の接続状況を画面表示で確認することができます。
また、本機の動きがおかしいときにも見てください。接続しているのに、「なし」と表示されたらコード類を確認しましょう。

サウンドセットアップを行います■
下記の手順に従って設定完了すると、エスティマ /エスティマ ハイブリットの推奨サウンドデータが設定されます。

 各オーディオ・ビジュアル
ソース操作画面で 
タッチします。

 音設定  に

SOUND画面が表示されます。

 車種専用サウンドセッティング  に
タッチします。

5 確認メッセージが現れたら  はい  に
タッチします。

1

2 

3  一覧からお客様のお車の
メーカーにタッチします。

4 一覧からお客様の車種にタッチ
します。

ディスプレイの角度調整を行います■
ディスプレイ角度調整を設定するとエスティマ /エスティマ ハイブリットのインダッシュパネルに最適な角度になります。

1  スイッチを押します。
TILT・EJECT画面が表示されます。

2   　　　 を1回押してください。
インダッシュパネルに対して、最適な角度になります。
ディスプレイの角度がスライドします。

角度をつけたままでも  スイッチを１秒以上押
すとディスプレイは開きます。ディスプレイを閉じると
調整した角度に戻ります。
角度調整後、イグニッションキーをOFFにすると、自動
でディスプレイが閉じます。イグニッションキーをACC
またはONにすると、調整した角度に戻ります。

※上記の角度調整の場合、タッチパネル操作時に
　ガタつきが発生する場合がございます。

Memo
車速パルスは、停車時など車速が入って
いない時は「なし」と表示されます。
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バックビューカメラのガイド線を設定します■
エスティマ /エスティマ ハイブリットに合わせたバックビューカメラのガイド線を表示します。（赤：50cm / 黄：1m / 緑：2m)

※カメラ本体の取付けはKTX-C21ESを使用した設定値です。
※設定値は標準の車両に合わせた基準値です。

9  にタッチすると設定画面に戻
ります。

10  完了  にタッチします。
調整中、  クリア  にタッチすると、調整前の設定に戻り
ます。
走行中は調整を行うことはできません。お車を安全な場
所に移動し、停車後パーキングブレーキを引いてから操
作を行ってください。
ガイド調整中は安全のため、シフトレバーをバックに入
れないでください。

4 

5 「ガイド線表示」の  調整  に
タッチします。

 「リアカメラ接続」の あり  に
タッチします。

ガイド調整画面が表示されます。

6   にタッチして、調整
したいガイドを選択します。

調整画面が切りかわります。
黄色・中央のガイドを選択することは
できません。

7  ↑   ↓   ←   →  にタッチして
ガイドの位置を調整します。

調整すると、数値が表示されます。

8 調整が済んだら  セット  にタッチし
て調整値を記憶します。

•

1  を押します。
設定・編集画面が表示されます。

2  運転支援  タブにタッチします。

3  カメラ設定  にタッチします。

カメラ設定画面が表示されます。

↑004/→019
000/→019
↓009/→025

↑004/→026
-

↓010/→047

↑003/→030
↓001/→039
↓005/→036

↑015/→020
↑005/→027
↓008/→036

↑016/→019
-

↓009/→036

↑015/→018
↑005/→022
↓006/→022

HCE-C90D 緑/左上
黄/左中央
赤/左下

緑/上
黄/中央
赤/下

緑/右上
黄/右中央
赤/右下

緑/左上
黄/左中央
赤/左下

緑/上
黄/中央
赤/下

緑/右上
黄/右中央
赤/右下

HCE-C210RD
HCE-C200R

（バック）
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 7  機種別取付要領（VIE-X088の場合）

アンテナコード
(モノポールフィルムアンテナ用  B  ) 

アンテナコード
(モノポールフィルムアンテナ用  A  ) 

ループフィルムアンテナ ループフィルムアンテナ

モノポールフィルムアンテナ  B モノポールフィルムアンテナ  A

アンテナコード
(ループフィルムアンテナ用)

アンテナコード
(ループフィルムアンテナ用)

リアビジョン（別売）へ

カメラ（別売）へ

フロントカメラ（別売）へ

バックビューカメラ（別売）へ

OK

OK

OK OK

車両アンテナ
OK

OK

<ナビゲーション本体背面>

GPSアンテナ

OK

ハンズフリー電話用マイク
プリアウト/外部入力コード

マイク入力

※アンテナコードは、アンテナ端子（1～4）
　のどこへ接続しても問題ありません。

別売製品の
各電源へ

別売製品の各電源へ

ヒューズ （15A）

OK

OK

OK

OK

スピードセンサーコード

黄

緑／白 緑／白

橙

黄

黄

オーディオ変換コネクター

バッテリー電源コード

橙

ACC電源コード 赤

車両5Pコネクター

車両コネクター

ビデオ出力端子(AUX OUTPUT)

カメラ用ビデオ入力端子(CAMERA IN)

フロントカメラ接続端子（FRONT CAMERA）

リアカメラ接続端子（REAR CAMERA）

イルミネーションコード（ILLM）

スピードセンサーコード（SPEED SENSOR）

外部出力/カメラコード

リバースコード

パーキングブレーキコード 黄／青

橙／白

青／白

X066用スピードセンサーコード（X066 SPEED） 緑／白

X066用イルミネーションコード（X066 ILLM）　橙

イルミネーションコード（ILLM）

OKパワーアンテナ　青

パワーアンテナ　青

使用しませんアンプリモート（REMO）

X088シリーズ用アンプリモート（X088 REMO） 青／白

使用しません

使用しません

使用しません

赤

純正ステアリングリモート
コントロールキット本体

黒

黒
車体の金属部分へ

アースコード
OK

OK

車両20Pコネクター

OK

OK

ステアリングリモコンコード  　橙

（誤接続を防ぐために、接続するごとに  に  点をつけてください）

※外部機器接続図はVIE-X088の取付説明書のP19～ P23を参照して配線してください。基本接続図1. 

※配線の仕様は予告なく変更することがあります。
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セラミックライン

100mm以上
モノポールフィルム
アンテナＢ

モノポールフィルム
アンテナＡ 

50mm以上

80mm～150mm

ループフィルムアンテナ

インパネ裏を通して
オーディオ取付部まで配線します。

ループフィルムアンテナ

モノポール
フィルムアンテナ

モノポール
フィルムアンテナ

マイク

GPSアンテナ

サンバイザー

マイク

サンバイザー

マイク

<取り付け位置＞

ルーフライニングの
中に通します。

フィルムアンテナの取り付け■
モノポールフィルムアンテナ、ループフィルムアンテ1. 
ナをフロントウィンドウの室内側に貼り付けます。

注意

クリーナーを使用して貼付面の汚れ、●
油分、ゴミなどを完全に取り除いてか
ら貼り付けてください。
図の● 部分の定期点検ステッカー･検査
標章部にはフィルムを貼り付けないで
ください。

給電端子を取り付け後、アンテナコードをルーフライニン2. 
グの中、Aピラーに通してオーディオ取付部まで配線します。

注意 カーテンエアバックに干渉しないように
配線してください。

Memo

モノポールフィルムアンテナAは必ず●
アンテナコードのアンプ裏面に印され
ているAと、モノポールフィルムアン
テナBは必ずアンテナコードのアンプ
裏面に印されているBと取り付けてく
ださい。   
A.Bを逆に取り付けると、受信性能の劣
化につながります。
アンテナコードの引き回し方法は左図を●
参照してください。
同じ位置に配線するユニットをすべて取●
り付けてから、配線を固定してください。
アンテナの配線余長を束ねる場合は、●
ナビゲーション裏を避けて束ねてください。

注意 取付方法の詳細については、ナビゲーションユニットの取付説明書もあわせて参照してください。

取付概要、配線位置■
左図の位置に配線し、GPSアンテナ、マイクを取り付け1. 
ます。

注意 カーテンエアバックに干渉しないように
配線してください。

Memo
同じ位置に配線するユニットをすべて取り
付けてから、配線を固定してください。

マイクの取り付け■
左図の位置に、マイクを取り付けます。1. 

Memo
マイクはサンバイザー取付後、左図の位
置に固定してください。

GPSアンテナ、マイクの取り付け2. 

フィルムアンテナの取り付け3. 
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サウンドセットアップを行います■
下記の手順に従って設定完了すると、エスティマ /エスティマ ハイブリットの推奨サウンドデータが設定されます。

6 メッセージが現れたら  はい  に
タッチします。

1

2 

3

4

5 一覧からエスティマにタッチ
します。

  メニュー  スイッチを押します。
メニュー画面が表示されます。

設定・編集   にタッチします。

設定・編集画面が表示されます。

音質調整  にタッチします。

EASY SETUP   にタッチします。

車両情報画面が表示されます。

基本設定画面に戻ります。

ディスプレイの角度調整を行います■
ディスプレイ角度調整を設定するとエスティマ /エスティマ ハイブリットのインダッシュパネルに最適な角度になります。

角度調整  DOWN  を１回 押してください。
インダッシュパネルに対して、最適な角度になります。

 開 / 閉 / ・ TILT  スイッチを２秒以上押します。1 2
※上記の角度調整の場合、タッチパネル操作時に
　ガタつきが発生する場合がございます。

角度調整画面が表示されます。

初期設定ガイド4. 

接続確認を行います■
取り付けが終わったら、配線が正しく接続されたか確認をしてください。
本体の電源を入れて、GPSアンテナ、電源コード、周辺機器の接続状況を画面表示で確認することができます。
また、本機の動きがおかしいときにも見てください。接続しているのに、「未接続」または「なし」と表示されたらコード類を確認しましょう。

1   メニュー  スイッチを押します。
メニュー画面が表示されます。

2 情報  にタッチします。

情報画面が表示されます。

3 その他   タブにタッチします。

4 車両情報   にタッチします。

車両情報画面が表示されます。

5 戻る  にタッチすると情報画面に戻ります。
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バックビューカメラのガイド線を設定します■
エスティマ /エスティマ ハイブリットに合わせたバックビューカメラのガイド線を表示します。（赤：50cm / 黄：1m / 緑：2m)

↑23/→67
↑14/→72
↑3/→83

↑23/→49
-

↓2/→88

↑19/→22
↑13/→33
↑11/→26

↓46/→50
↓54/→59
↓71/→65

↓47/→30
-

↓98/→75

↓44/→5
↓38/→11
↓28/→14

↑36/→155*
↑26/→162
↓17/→167

↑36/→81*
-

↓16/→70

↑36/→16*
↑32/→7
↓18/←12

↑19/→214
↓4/→191
↑11/→186

↑22/→36
-

↑10→66

↑19/←148
↓3/←100
↑16/←82

HCE-C90D 緑/左上
黄/左中央
赤/左下

緑/上
黄/中央
赤/下

緑/右上
黄/右中央
赤/右下

緑/左上
黄/左中央
赤/左下

緑/上
黄/中央
赤/下

緑/右上
黄/右中央
赤/右下

緑/左上
黄/左中央
赤/左下

緑/上
黄/中央
赤/下

緑/右上
黄/右中央
赤/右下

緑/左上
黄/左中央
赤/左下

緑/上
黄/中央
赤/下

緑/右上
黄/右中央
赤/右下

HCE-C210RD
HCE-C200R
（パノラマ）

HCE-C210RD
HCE-C200R

（トップ）

HCE-C210RD
HCE-C200R

（バック）

調整中、クリアにタッチすると、調整前の
設定に戻ります。
走行中は調整を行うことはできません。
お車を安全な場所に移動し、停車後
パーキングブレーキを引いてから操作を
行ってください。

その他  から　リアカメラガイド調整  
を選択します。

メニュー  から 設定・編集  →

各種設定  にタッチします。

手順4に戻り残りの箇所を調整
してください。

↑ 　↓　 ←　 →  にタッチして
ガイドの位置を調整します。

71

2 調整が済んだら  セット  にタッチ
して調整値を記憶します。

確認  にタッチすると、再度調整
画面が表示されます。

8

　　　  にタッチすると設定画面
に戻ります。

9

　       または　　     にタッチして 
 調整したいガイドを選択します。

5
ガイド調整  にタッチします。4

上の表から装着するカメラの機種に
合わせた設定数値を入力します。

 パノラマ   トップ   バック  のいずれかに
タッチした順に設定します。

・コーナービューはガイド調整できません。

6

3

トップビューリアカメラ（HCE-C200R
など）接続時は手順3にお進みください。
それ以外のカメラを接続した場合は
手順4にお進みください。

＊設定数値の調整幅、バックカメラの取付け位置の関係から、実際の距離とガイド線が合わない箇所があります。

※カメラ本体の取付けはKTX-C21ESを使用した設定値です。
※設定値は標準の車両に合わせた基準値です。


